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第 182 号 
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目 次 

条例のあらまし 
○ 特定非営利活動促進法の施行に関する条例の一部を改正する条例のあらまし（共助社会

づくり課） 

条例 
○ 特定非営利活動促進法の施行に関する条例の一部を改正する条例（共助社会づくり課） 

規則 
○ 埼玉県建築基準法施行細則の一部を改正する規則（建築安全課） 

○ 埼玉県立特別支援学校管理規則の一部を改正する規則（県立学校人事課） 

○ 埼玉県ヤードにおける自動車等の適正な取扱いの確保に関する条例施行規則等の一部

を改正する規則（警務課） 

告示 
○ 土壌汚染対策法の規定に基づく形質変更時要届出区域の指定（水環境課） 

○ 国民健康保険事業費納付金の算定に用いる数（国保医療課） 

○ 令和２年度随時実施技能検定の実施の一部を改正する告示（産業人材育成課） 

○ 建設業法第 29 条第１項に基づく許可取消処分（建設管理課） 

○ 電線共同溝を整備すべき道路の指定（道路環境課） 

○ 埼玉県建築計画概要書等閲覧規程の一部を改正する告示（建築安全課） 

○ 県道さいたま武蔵丘陵森林公園自転車道線の区域の変更（川越県土整備事務所） 

○ 県道さいたま武蔵丘陵森林公園自転車道線の供用の開始（川越県土整備事務所） 

○ 埼玉県教育委員会定例会の招集（教委・総務課） 

○ 選挙管理委員会の招集（選挙管理委員会） 

 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
の
施
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第 

 
 

 

一
号
）
（
共
助
社
会
づ
く
り
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
規
定
の
整
備
を
行
う
。 

二 

内
容 

 
 

引
用
し
て
い
る
条
項
の
ず
れ
の
整
理 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
三
年
六
月
九
日 

 



条

例 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
の
施
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。 

令
和
三
年
二
月
十
二
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
一
号 

 
 

 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
の
施
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
の
施
行
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
五
項
中
「
第
十
条
第
三
項
」
を
「
第
十
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
六
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  



規

則 

埼
玉
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
三
年
二
月
十
二
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
二
号 

 
 

 

埼
玉
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
六
年
埼
玉
県
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
条
第
一
項
中
「
同
項
の
表
二
の
三
十
項
」
を
「
同
項
の
表
二
の
二
十
九
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
九
条
中
「
第
十
一
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

     

( ) 

) ( 



 
 

 

規

則 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
三
年
二
月
十
二
日 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

髙 

田 

直 

芳 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号 

 
 

 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
中
「
及
び
埼
玉
県
立
越
谷
西
特
別
支
援
学
校
」
を
「
、
埼
玉
県
立
越
谷
西
特
別

支
援
学
校
及
び
埼
玉
県
立
東
松
山
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
中
「
埼
玉
県
立 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

越
谷
西
特
別
支
援
学
校
松
伏
分
校 

北
葛
飾
郡
松
伏
町
ゆ
め
み
野
東
二
丁
目
七
番
地
一
」
を

 
 

 
 

 
 

 

「
埼
玉
県
立
越
谷
西
特
別
支
援
学
校
松
伏
分
校 

 
 

 

北
葛
飾
郡
松
伏
町
ゆ
め
み
野
東
二
丁
目 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
立
東
松
山
特
別
支
援
学
校
嵐
山
学
園
分
校 

 
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
菅
谷
字
東
原
二
百 

 

七
番
地
一 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

六
十
四
番
一
」 

 
 

 

別
表
埼
玉
県
立
け
や
き
特
別
支
援
学
校
の
項
入
学
資
格
の
欄
中
「
埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ

ー
に
入
院
し
」
を
「
地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
が
設
置
し
、
及
び
運
営
す
る
埼
玉

県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
に
入
院
し
、
」
に
改
め
、
「
精
神
疾
患
等
に
か
か
り
療
養
の
た
め
」
の

下
に
「
地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
が
設
置
し
、
及
び
運
営
す
る
」
を
加
え
、
同
表 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
「 

             

埼
玉
県
立
東
松
山
特
別
支
援
学
校
の
項
中 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
齢
児
童
で
知
的
障

害
の
あ
る
者
又
は
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
基
づ
く
児
童
心
理

治
療
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者 

小 
 

学 
 

部 

六
年 

 
 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
齢
生
徒
で
知
的
障

害
の
あ
る
者
又
は
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
児
童

心
理
治
療
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者 

中 
 

学 
 

部 

三
年 

 
 

中
学
部
を
卒
業
し
た
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者 

高 
 

等 
 

部 

三
年 

 

五
四 



            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

附 

則 

を 
 

 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
齢
児
童
で
知
的
障

害
の
あ
る
者 

「 

」 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
齢
児
童
で
知
的
障

害
の
あ
る
者
又
は
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
基
づ
く
児
童
心
理

治
療
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
齢
生
徒
で
知
的
障

害
の
あ
る
者
又
は
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
児
童

心
理
治
療
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者 

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
齢
児
童
で
こ
ど
も

の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
嵐
山
学
園
（
児
童
福
祉
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
四

十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
児
童
心
理
治
療
施
設

で
あ
っ
て
埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
に
所
在
す
る

こ
ど
も
の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
嵐
山
学
園
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に
入
所
し
て
い
る
者 

 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
齢
児
童
で
知
的
障

害
の
あ
る
者 

小 
 

学 
 

部 

六
年 

 
 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
齢
生
徒
で
知
的
障

害
の
あ
る
者 

中 
 

学 
 

部 

三
年 

 
 

中
学
部
を
卒
業
し
た
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者 

高 
 

等 
 

部 

三
年 

 

五
四 

嵐

山

学 

園

分

校 

 

中
学
部 

六
年 

 
 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
齢
児
童
で
こ
ど

の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
嵐
山
学
園
に
入
所
し
て
い

る
者 

 
三
年 

 
 

小
学
部 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
齢
生
徒
で
知
的
障

害
の
あ
る
者 

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
齢
児
童
で
こ
ど
も

の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
嵐
山
学
園
（
児
童
福
祉
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
四

十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
児
童
心
理
治
療
施
設

で
あ
っ
て
埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
に
所
在
す
る

こ
ど
も
の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
嵐
山
学
園
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に
入
所
し
て
い
る
者 

 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
齢
生
徒
で
こ
ど
も

の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
嵐
山
学
園
に
入
所
し
て
い

る
者 

 

に
改
め
る
。 

 
 

」 



 

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 



 埼玉県ヤードにおける自動車等の適正な取扱いの確保に関する条例施行規則等の一部を改正

する規則をここに公布する。 

令和３年２月12日 

                   埼玉県公安委員会委員長 塩 川 修 

埼玉県公安委員会規則第１号 

埼玉県ヤードにおける自動車等の適正な取扱いの確保に関する条例施行規則等の一

部を改正する規則 

（埼玉県ヤードにおける自動車等の適正な取扱いの確保に関する条例施行規則の一部改正） 

第１条 埼玉県ヤードにおける自動車等の適正な取扱いの確保に関する条例施行規則（令和２

年埼玉県公安委員会規則第５号）の一部を次のように改正する。 

  別記様式第１号中「㊞」及び備考３を削り、備考４を備考３とし、備考５を備考４とし、

備考６を備考５とする。 

  別記様式第２号中「㊞」を削り、同様式備考を次のように改める。 

  備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とすること。 

  別記様式第３号中「㊞」及び備考４を削り、備考５を備考４とする。 

（埼玉県道路交通法施行細則の一部改正） 

第２条 埼玉県道路交通法施行細則（昭和41年埼玉県公安委員会規則第２号）の一部を次のよ

うに改正する。 

  別記様式第２及び別記様式第２の２中「印」を削り、                 

                                         を 

 

                                         に、     

  

 改める。 

  別記様式第５中「印」を削り、 

  

「 

」 

「 

自動車の種類 

車   種 
型   式 

車    名 
車台番号又は登録 
番号（車両番号） 

   

 

自動車の種類 

型   式 車    名 
車 台 番 号 

（車 体 番 号） 

   

 
」 



     

                                         を 

 

 

 

 

                                         に 

 

 

 改める。 

  別記様式第６中「印」を削る。 

  別記様式第７中「印」を削り、 

   

                                         を 

 

 

 

 

                                         に 

 

 

 改める。 

  別記様式第８の２中「㊞」を削る。 

  別記様式第８の３（表面）中「㊞」を削り、 

                                                          を 

                              に改める。  

  別記様式第８の４中「㊞」を削り、  

「 

」 

自動車の種類 

型   式 車    名 
車 台 番 号 

（車 体 番 号） 

   

 

自動車の種類 

車   種 

型   式 
車    名 

車台番号又は登録 

番号（車両番号） 

   

 

「 

」 

自動車の種類 

車   種 

型   式 
車    名 

車台番号又は登録 
番号（車両番号） 

   

 

「 

」 

自動車の種類 

型   式 車    名 
車 台 番 号 

（車 体 番 号） 

   

 

「 

」 

「 

」 
「 

」 



                                     を 

                                     に改める。  

  別記様式第８の５及び別記様式第８の６中「㊞」を削り、 

                              を 

                              に改める。   

  別記様式第８の７中「㊞」を削り、 

                              を 

                              に、「ちょう付」を「貼 

 付」に改める。   

  別記様式第９（表）を次のように改める。 

  

 

生 年 月 日 年    月    日生(   歳) 
「 

」  

生 年 月 日 年    月    日生 
「 

」 

「 

」 

「 
」 

「 

」 

「 

」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 別記様式第９（第 11 条関係）                                                 （表） 

（注） １ ※印は記入しないこと。 

    ２ 該当する□にレ印を付すること。 

    ３ 事業所の移転に伴う届出は、警察署の管轄区域内での移転にあっては事業所の位置（住所）変更の届出を、警察署の管轄区域外への移転

にあっては移転前の住所地を管轄する警察署への解任の届出及び移転先の住所地を管轄する警察署への選任の届出をすること。 

 

□ 

新 規 

□ 

変 更 

□ 

解 任 

□ 

修 正 

※  事 業 所 コ ー ド 

          

 

安  全  運  転  管  理  者  に  関  す  る  届  出  書 
  
                                                      年   月   日 

 

埼 玉 県 公 安 委 員 会 殿 
                                届出者（使用者、代理 

                                人等）名称又は氏名                       

   届出事項 

   □安全運転管理者を選任 

   □安全運転管理者を解任                  住  所 

   □届出事項を変更 

    □事業所の名称  □代表者氏名  □位置（住所） 

    □安全運転管理者の氏名（□改姓 □改名） 

    □安全運転管理者の地位 

                                          (電話     （    ）         ) 

選任年月日        年      月      日 

 
 

使

用

の

本

拠 

事 業 所 の 

名   称 

（フリガナ） 

安全運転 

管 理 者 

現 住 所 

  

 

 

 

代 表 者 氏 名 
 

 

安全運転

管 理 者

氏 名 

（フリガナ） 

位    置 

（ 住  所 ） 

〒   － 

 

 

 

 

電話    （   ） 

 

資格要件 

生

年

月

日 

   年   月   日（   歳）  
業 種 別 

コ ー ド 

コ ー ド  裏面業種別コード表から該当する 

コード番号及び（  ）内に具体的 

業種を記入のこと。 

（                ） 
  

□運転管理経験２年以上   □公安委員会の認定 

 

□公安委員会の教習を終了 

 

使
用
の
本
拠
に
お
け
る
自
動
車
台
数
等 

自

動

車

台

数 

乗 用 貨 物 大

型

特

殊 

小

型

特

殊 

大 

型 

二 

輪 

普

通

二

輪 

 

計 大

型 

中

型 

準

中

型 

普

通 
軽 

大

型 

中

型 

準

中

型 

普

通 
軽 

免許証番号             
               

職務上の

地 位 

□ 

使用者 

 

(社長) 

□ 

所長

工場長

支店長等 

□ 

部長 

 

(副部長) 

□ 

課長 

 

(次席) 

□ 

課長 

 

補佐 

□ 

係長 

□ 

主任 

 

(班長) 

□ 

係 運

転

者

数 

免

許

種

別 

大型 中型 
準

中

型 

普通 大特 
大

自 

二 

普

自 

二 

小 

 

特 

計 一 

種 

二 

種 

一 

種 

二 

種 

一 

種 

二 

種 

一 

種 

二 

種 

運転管理

に関する

経 歴 

勤務所名 
職務上

の地位 
勤務期間 業務内容  

             

  

自  ・ ・ 

 
マ イ カ ー 

通 勤 車 両 

普通乗用等 大型自動二輪 普通自動二輪 原 付 自 転 車 

至  ・ ・      

  

自  ・ ・ 

 従 業 員 数 

 

 

 

人 至  ・ ・ 

  

自  ・ ・ 

 

前
安
全
運
転
管
理
者 

 解任年月日 年   月   日 

至  ・ ・  氏   名  

備考 

（届出事項変更の際は 

変更前情報を記載） 
  解 任 理 由 

□ 

転 任 

□ 

退 職 

□ 

死 亡 

□ 

解任命令 

□ 

その他 



  別記様式第９の２（表）を次のように改める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 別記様式第９の２（第 11 条関係）                                               （表） 

（注） １ ※印は記入しないこと。 

    ２ 該当する□にレ印を付すること。 

    ３ 事業所の移転に伴う届出は、警察署の管轄区域内での移転にあっては事業所の位置（住所）変更の届出を、警察署の管轄区域外への移転

にあっては移転前の住所地を管轄する警察署への解任の届出及び移転先の住所地を管轄する警察署への選任の届出をすること。 

□ 

新 規 

□ 

変 更 

□ 

解 任 

□ 

修 正 

※  事 業 所 コ ー ド 

          

 

副 安 全 運 転 管 理 者 に 関 す る 届 出 書 
  
                                                      年   月   日 

 

埼 玉 県 公 安 委 員 会 殿 
                                届出者（使用者、代理 

                                人等）名称又は氏名                       

   届出事項 

   □副安全運転管理者を選任 

   □副安全運転管理者を解任                   住  所 

   □届出事項を変更 

    □事業所の名称  □代表者氏名  □位置（住所） 

    □副安全運転管理者の氏名（□改姓 □改名） 

    □副安全運転管理者の地位 

                                          (電話     （    ）         ) 

選任年月日        年      月      日 

 
 

使

用

の

本

拠 

事 業 所 の 

名   称 

（フリガナ） 

副安全運転

管 理 者 

現 住 所 

  

 

 

 

代 表 者 氏 名 
 

 

副安全運転

管 理 者

氏 名 

（フリガナ） 

位    置 

（ 住  所 ） 

〒    －      

 

 

 

 

電話   （   ） 

 

資格要件 

生

年

月

日 

   年   月   日（   歳）  
業 種 別 

コ ー ド 

コ ー ド  裏面業種別コード表から該当する 

コード番号及び（  ）内に具体的 

業種を記入のこと。 

（                ） 
  

□運転管理経験１年以上   □公安委員会の認定 

 

□運転経験３年以上 

 

使
用
の
本
拠
に
お
け
る
自
動
車
台
数
等 

自

動

車

台

数 

乗 用 貨 物 大

型

特

殊 

小

型

特

殊 

大 

型 

二 

輪 

普

通

二

輪 

 

計 大

型 

中

型 

準

中

型 

普

通 
軽 

大

型 

中

型 

準

中

型 

普

通 
軽 

免許証番号             
               

職務上の

地 位 

□ 

使用者 

 

(社長) 

□ 

所長

工場長

支店長等 

□ 

部長 

 

(副部長) 

□ 

課長 

 

(次席) 

□ 

課長 

 

補佐 

□ 

係長 

□ 

主任 

 

(班長) 

□ 

係 運

転

者

数 

免

許

種

別 

大型 中型 
準

中

型 

普通 大特 
大

自 

二 

普

自 

二 

小 

 

特 

計 一 

種 

二 

種 

一 

種 

二 

種 

一 

種 

二 

種 

一 

種 

二 

種 

運転管理

に関する

経 歴 

勤務所名 
職務上

の地位 
勤務期間 業務内容  

             

  

自  ・ ・ 

 
マ イ カ ー 

通 勤 車 両 

普通乗用等 大型自動二輪 普通自動二輪 原 付 自 転 車 

至  ・ ・      

  

自  ・ ・ 

 従 業 員 数 

 

 

 

人 至  ・ ・ 

  

自  ・ ・ 

 

前
副
安
全
運
転
管
理
者 

 解任年月日 年   月   日 

至  ・ ・  氏   名  

備考 

（届出事項変更の際は 

変更前情報を記載） 
  解 任 理 由 

□ 

転 任 

□ 

退 職 

□ 

死 亡 

□ 

解任命令 

□ 

その他 



  別記様式第14の４備考１を削り、備考２を備考１とし、備考３から備考５までを１ずつ繰 

 り上げる。 

  別記様式第31中「第    号」を「公委第    号」に改める。 

  別記様式第31の２中「印」を削る。 

（埼玉県自動車運転代行業の業務の適正化に関する法律施行細則の一部改正） 

第３条 埼玉県自動車運転代行業の業務の適正化に関する法律施行細則（平成14年埼玉県公安

委員会規則第８号）の一部を次のように改正する。 

  別記様式第15号中「㊞」を削り、「はり付け欄」を「貼付け欄」に改める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の様式による用紙で、現に残存するものは、

なお使用することができる。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
五
十
五
号 

 
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特

定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お

り
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
鴻
巣
市
南
一
丁
目
六
百
九
十
九
番
一
の
一
部
、
七
百
五
十
三
番
二

 

の
一
部
、
七
百
五
十
五
番
一
の
一
部
、
七
百
五
十
五
番
二
の
一
部
、
二
千
九
百
二
十
五
番
一
の

 

一
部
、
二
千
九
百
二
十
五
番
二
の
一
部
、
二
千
九
百
五
十
四
番
一
の
一
部
及
び
三
千
二
百
六
十

 

一
番
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

砒
素
及
び
そ
の
化
合
物



 
 

別図 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
五
十
六
号 

 
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
の
算
定
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
四
十
一
号
） 

第
九
条
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
八
項
、
第
十
条
第
三
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
十
一
条
第
三
項 

及
び
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
三
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
算
定
に
用
い
る

数
を
次
の
と
お
り
定
め
た
。 

令
和
三
年
二
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

    

介
護
納
付
金
納
付
金
基
礎
額
調
整
係
数 

介
護
納
付
金
納
付
金
所
得
係
数 

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
納
付
金
基
礎
額
調
整
係
数 

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
納
付
金
所
得
係
数 

一
般
納
付
金
基
礎
額
調
整
係
数 

一
般
納
付
金
所
得
係
数 

医
療
費
指
数
反
映
係
数 

○
○
○
○
係
６
７
８
９×

⑪
⑫
⑬
⑭
数
○
○
○
○ 

〇
・
九
九
九
九
九
九
九
九
八
二
二
八
一 

一
・
〇
九
六
五
八
〇
四
五
二
八
七
九
三 

〇
・
九
九
九
九
九
九
九
九
九
三
一
八
一 

一
・
一
〇
五
〇
二
三
六
五
九
〇
〇
三
五 

一
・
〇
八
六
三
七
七
一
五
八
六
七
三
四 

一
・
一
一
一
七
〇
七
〇
七
七
二
五
三
九 一 

 

 
 

 

数 
 

 
 

 
 

 

値 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
五
十
七
号 

 
令
和
二
年
埼
玉
県
告
示
第
百
六
十
二
号
（
令
和
二
年
度
随
時
実
施
技
能
検
定
の
実
施
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 

第
一
号
イ
中
「
配
電
盤
・
制
御
盤
組
立
て
作
業
」
の
下
に
「
、
回
転
電
機
巻
線
製
作
作
業
」
を
、

「
ボ
ー
ド
仕
上
げ
工
事
作
業
）
」
の
下
に
「
、
熱
絶
縁
施
工
（
保
温
保
冷
工
事
作
業
）
」
を
加
え

る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
五
十
八
号 

 
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の 

規
定
に
よ
り
、
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 

処
分
を
し
た
年
月
日 

 
 

令
和
三
年
二
月
三
日 

二 

処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
許
可
番
号 

 

イ 

商
号 

 
 

 

有
限
会
社
大
友
興
業 

 

ロ 

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地 

 
 

 

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
松
伏
町
大
字
松
伏
二
千
六
百
七
十
番
地
一 

 

ハ 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

林 

静
子 

 

ニ 

許
可
番
号 

 
 

 

埼
玉
県
知
事
許
可
（
般
―
三
十
一
）
第
六
七
七
九
五
号 

三 

処
分
の
内
容 

 
 

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し 

四 

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

有
限
会
社
大
友
興
業
は
、
資
本
金
の
全
額
を
出
資
し
て
い
る
者
が
法
第
八
条
第
九
号
に
規
定 

 

す
る
暴
力
団
員
等
で
あ
り
、
法
第
八
条
第
十
二
号
（
役
員
等
の
う
ち
に
第
九
号
に
該
当
す
る
者 

 

の
あ
る
も
の
）
の
欠
格
要
件
に
該
当
す
る
。
ま
た
、
当
該
暴
力
団
員
等
が
同
社
の
事
業
活
動
を 

 

支
配
し
て
お
り
、
同
条
第
十
四
号
の
欠
格
要
件
に
該
当
す
る
。 

 
 

ま
た
、
同
社
は
、
建
設
業
許
可
の
更
新
申
請
に
お
い
て
、
申
請
書
別
紙
の
役
員
等
の
一
覧
表 

 

に
当
該
暴
力
団
員
等
の
氏
名
及
び
役
名
等
を
記
載
し
た
上
で
、
法
第
八
条
各
号
に
規
定
さ
れ
て 

 

い
る
欠
格
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
旨
を
記
載
し
た
誓
約
書
を
提
出
し
、
不
正
な 

 

手
段
に
よ
り
許
可
を
受
け
た
。 

 
 

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
二
号
及
び
同
項
第
七
号
に
規
定
す
る
許
可
の 

 

取
消
し
事
由
に
該
当
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
五
十
九
号 

 
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

   

 

 

   

一
般
国
道 

       

道
路
の
種
類 

 

 

  

二
百
五
十
四
号 

   

路 
線 

名 

  

埼
玉
県
和
光
市
白
子
二
丁
目
一
二
〇
六
番
三
一
地

先
か
ら
埼
玉
県
朝
霞
市
栄
町
五
丁
目
一
六
五
九
番

一
地
先
ま
で 

  
区 

 
 

 
 

 
 

間 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
六
十
号 

 
埼
玉
県
建
築
計
画
概
要
書
等
閲
覧
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
三
年
二
月
十
二
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 
 

 

埼
玉
県
建
築
計
画
概
要
書
等
閲
覧
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 

埼
玉
県
建
築
計
画
概
要
書
等
閲
覧
規
程
（
昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
百
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
第
十
一
条
の
四
第
三
項
」
を
「
第
十
一
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
二
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
三
年
二
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

新 

井 

哲 

也 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

さ
い
た
ま
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
自
転
車
道
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

 



 
新 旧 

旧
新
別 

 

川
越
市
大
字
古
谷
本
郷
上
組
字
江
遠 

 

 

島
一
四
九
二
番
六
地
先
か
ら
同
市
大 

 

字
古
谷
上
字
蔵
根
五
八
三
七
番
一
地 

 

先
ま
で 

区 
 

 

間 

三
・
○
○
～ 

八
・
○
○ 

二
・
○
○
～ 

 
 

 

六
・
○
○ 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

八
三
二
・
○
○ 

一
〇
〇
二
・
○
○ 

延 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

国
土
交
通
省
に
よ
る
荒
川
第
二
・
三
調
節
池

事
業
に
伴
う
対
岸
堤
（
荒
川
右
岸
堤
防
）
整

備
事
業
に
よ
る
。 

令
和
二
年
三
月
十
三
日
付
け
埼
玉
県
川
越

県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号
の
道
路

区
域
の
一
部
変
更
で
あ
る
。 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ 

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
二
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

新 

井 

哲 

也 
 

 
 

 



 

 

さ
い
た
ま
武
蔵
丘
陵 

森
林
公
園
自
転
車
道
線 

 
 

 

路 
 

線 
 

名 

 

川
越
市
大
字
古
谷
本
郷
上
組
字
江
遠
島
一 

 

四
九
二
番
六
地
先
か
ら
同
市
大
字
古
谷
上 

 

字
蔵
根
五
八
三
七
番
一
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
三
年
二
月
十
二
日 

供
用
開
始
の
期
日 

 

令
和
三
年
二
月
十
二
日
付
け
埼

玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告

示
第
二
号
で
告
示
し
た
道
路
予
定

区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

 

延
長
八
三
二
・
○
○
メ
ー
ト
ル 

 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
七
号 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
二
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

髙 

田 

直 

芳 

一 

日
時 

 
 

令
和
三
年
二
月
十
八
日 

午
前
十
時 

二 

場
所 

 
 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

埼
玉
県
教
育
局
教
育
委
員
会
室 

三 

議
題 

 

イ 

県
議
会
令
和
三
年
二
月
定
例
会
提
出
予
定
案
件
に
つ
い
て 

 

ロ 

そ
の
他 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
一
号 

 
埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

令
和
三
年
二
月
十
二
日 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

岡 

田 

昭 

文 

一 

日
時 

令
和
三
年
二
月
十
八
日 

午
前
十
時 

二 

場
所 

選
挙
管
理
委
員
会
室 

三 

議
題 

 

 

ア 

公
職
選
挙
法
及
び
同
法
施
行
令
等
執
行
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

 

イ 

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
規
定
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
に 

 
 

つ
い
て 

 

ウ 

選
挙
啓
発
に
つ
い
て 

 

エ 

そ
の
他 
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